
中
学
校
体
育
祭

　

町
内
３
つ
の
中
学
校
で
体
育
祭
が
行
わ
れ
、
リ
レ
ー
や
綱
引
き
、

ム
カ
デ
競
争
な
ど
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
保
育
園
児
も
参
加
し
た
り
８
の
字
跳
び
を
し
た
り

と
各
中
学
校
で
独
自
の
種
目
も
行
わ
れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

和
知
中
学
校

瑞
穂
中
学
校

蒲
生
野
中
学
校

和知中学校体育祭の様子
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平
成
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年
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て
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京
丹
波
町
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況

10
　
受
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報
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11
　
い
き
い
き
健
康
術

13
　
ま
ち
の
話
題

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
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京丹波町ホストタウン構想

ＴＯＫＹＯ２０２０
京丹波町では、2020年東京オリンピック、パラリンピックを契機

とした地域の活性化を図るため、国の登録を受けた「ホストタウン
構想」に基づき、町技ホッケーを軸にスポーツ振興や文化交流など
各種事業に取り組んでいます。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は

日
本
の
自
治
体
と
２
０
２
０
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
参
加
す
る
国
や
地
域
の
住
民
な
ど
が
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、経
済
な
ど
を
通
じ
て

交
流
し
、地
域
の
活
性
化
に
生
か
し
て
い

く
も
の
で
す
。全
国
の
登
録
件
数
は
２
６

４
件
で
相
手
国
は
１
０
３
地
域
。構
想
の

実
現
に
向
け
、関
係
府
省
庁
か
ら
情
報
提

供
や
人
材
派
遣
、特
別
交
付
税
に
よ
る
財

政
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

京
丹
波
町
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
構
想
は
、ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び

文
化
交
流
と
日
本
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
の
ス

ポ
ー
ツ
交
流
の
２
つ
で
計
画
さ
れ
て
お

り
、ホ
ッ
ケ
ー
を
軸
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

教
育
文
化
の
向
上
、ホ
ッ
ケ
ー
合
宿
の
受

け
入
れ
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
計
画
を
定
め

て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
交
流
事
業
と
し

て
９
月
15
日
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
経

験
の
あ
る
選
手
や
さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
の
一

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
選
手
が
在

籍
す
る
コ
カ
コ
ー
ラ
レ
ッ
ド
ス
パ
ー
ク
ス

（
鳥
取
県
）に
よ
る
ホ
ッ
ケ
ー
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
で
行
わ

れ
、町
内
の
小
中
学
生
や
指
導
者
な
ど
約

70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

国
内
外
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
の
能
力
や
経
験
を
学
び
、競
技
力
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、夢
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
瑞
穂
中
学
校
２
年
女
子
ホ

ッ
ケ
ー
部
の
室
天
花
さ
ん
は「
プ
ロ
の
選

手
に
教
え
て
も
ら
う
貴
重
な
経
験
が
で

き
た
。こ
の
経
験
を
練
習
や
試
合
で
生
か

し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

男
女
４
チ
ー
ム
が

全
国
大
会
へ
出
場

蒲
生
野
中
学
校
と
瑞
穂
中
学
校
の
男

女
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
近
畿
大
会
を
勝
ち
抜

き
全
国
大
会
へ
と
出
場
。町
合
併
後
、始

め
て
両
校
の
男
女
チ
ー
ム
が
全
国
大
会

へ
駒
を
進
め
、全
国
の
強
豪
校
に
立
ち
向

か
い
ま
し
た
。

３
年
前
の
平
成
27
年
に
京
都
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
年
に
中
学

校
へ
入
学
し
た
生
徒
で
編
成
さ
れ
た
チ

ー
ム
は
、最
新
の
医
科
学
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
強
豪
チ
ー
ム
へ
と
成
長
し

ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
、蒲
生
野
中
学
校
男
子

が
ベ
ス
ト
16
、女
子
が
ベ
ス
ト
８
、瑞
穂

中
学
校
男
子
が
予
選
敗
退
、女
子
が
３

位
と
奮
闘
し
ま
し
た
。

大
会
を
終
え
て
８
月
30
日
、ホ
ッ
ケ
ー

部
の
代
表
が
町
理
事
者
に
全
国
大
会
の

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

生
徒
ら
は「
少
な
い
人
数
で
し
た
が
、

そ
の
分
団
結
し
て
試
合
に
挑
む
こ
と
が

で
き
た
」「
自
分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ

と
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
た
」「
応
援

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」

と
試
合
で
感
じ
た
こ
と
や
感
謝
の
言
葉

を
伝
え
ま
し
た
。

京
都
府
初
の

Ｓ
Ｅ
Ａ
制
度
導
入

町
技
で
あ
る
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
更
な

る
発
展
と
強
化
を
目
的
に
、一
般
財
団
法

人
自
治
体
国
際
化
協
会
が
所
管
す
る
Ｊ

Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
、ス
ポ
ー

ツ
国
際
交
流
員（
Ｓ
Ｅ
Ａ
）と
し
て
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
ブ
ラ
ン
ド
ン
・
ハ

リ
ソ
ン
さ
ん（
25
歳
）が
８
月
20
日
か
ら

本
町
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
中
学
高
校

で
ホ
ッ
ケ
ー
の
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
ン
さ
ん
は
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）の
ホ
ッ
ケ
ー
協
会

の
推
薦
で
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
市
内
の
小
中
学

生
の
指
導
を
行
っ
て
お
り
、大
学
お
よ
び

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
現
役
選
手
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲ホッケークリニックの様子

▲全国大会の試合の様子（瑞穂中学校女子）▲町理事者に大会結果の報告に来庁したホッケー部代表

●JETプログラムとは
海外の青年を招致して、地方自治体や教育委

員会、小中学校、高等学校で国際交流の業務と外
国語教育に携わることにより、地域レベルでの草
の根の国際化を推進するもので、「外国語指導助
手（ALT）」、「国際交流員（CIR）」、「スポーツ国際
交流員（SEA）」の３つの職種があります。
●SEA制度とは
スポーツ国際交流員（Sports Exchange 

Advisor）の略で、地方公共団体に配属され、特
定種目のスポーツ専門家として、スポーツトレー
ニング方法やスポーツ関連事業の立案の補助
などを通して、国際交流活動を行う制度です。

ニュージーランドとの交流
●代表チーム事前合宿の誘致
や交流会の実施
●ホッケー交流などの交換留学
●文化交流

日本オリンピアンとの交流
●日本代表チームの合宿誘致
や交流会の実施
●日本代表選手による講演
会、ホッケー教室の開催

▲スポーツ少年団に指導するブランドンさん

▲辞令を受け取るブランドンさん
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」で
は
、「
健
全
化
判
断
比
率
」に
よ
る
四
つ
の

財
政
指
標
と「
資
金
不
足
比
率
」に
よ
り
、地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
判
断
し
ま
す
。こ
れ
ら

の
指
標
が
基
準
を
一
つ
で
も
超
え
る
と
、財
政
健
全
化
へ
の
取
組
み
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。本
決

算
で
基
準
を
超
え
る
指
標
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

  

実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
額
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
割
合
で
す
。実
質
収
支
が
黒
字

の
た
め
、該
当
な
し
。

  

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計（
財
産
区
会
計
を
除
く
）の
赤
字
額

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
す
。い

ず
れ
の
会
計
も
黒
字
の
た
め
、該
当
な
し
。

  

実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
公
債
費（
借
入
金
の
償

還
金
）の
標
準
財
政
規
模
な
ど
に
対
す
る
割

合
で
す
。算
定
結
果
は
1
5
．0
％
で
し
た
。

  

将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
公
債

費
な
ど
の
債
務
の
標
準
財
政
規
模
な
ど
に
対

す
る
割
合
で
す
。算
定
結
果
は
1
2
8
．7
％

で
し
た
。

  

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
額
の
事
業
の
規
模

に
対
す
る
割
合
で
す
。本
町
で
は
、国
保
京
丹

波
町
病
院
・
水
道
・
下
水
道
の
三
会
計
が
対
象

と
な
り
ま
す
。い
ず
れ
の
会
計
も
資
金
不
足

額
が
な
い
た
め
該
当
な
し
。

※金額は四捨五入。端数処理の関係上、合計などと一致しないことがあります。

平成29年度決算について

財
政
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況

国民健康保険事業特別会計 2,294,558 2,193,636 100,922

後期高齢者医療特別会計 226,686 223,965 2,721

介護保険事業特別会計 事業勘定 2,157,540 2,088,486 69,054

介護保険事業特別会計 サ－ビス事業勘定 8,300 5,266 3,033

介護保険事業特別会計 老人保健施設サ－ビス勘定 143,764 143,318 447

下水道事業特別会計 903,221 895,621 7,600

土地取得特別会計 59 59 0

育英資金給付事業特別会計 3,585 3,585 0

町営バス運行事業特別会計 102,544 102,165 379

合計 5,840,257 5,656,102 184,155 

 会計名 収益的収入 収益的費用 収支 

国保京丹波町病院事業会計 919,307 950,359 △31,052

一般会計決算額

110億4,341万円歳入108億4,055万円歳出

歳入総額
110億

4,340万8千円

特別会計 （単位：千円）

（単位：千円/税抜）

会計名 歳入総額 歳出総額 形式収支

地方公営企業会計

 会計名 収益的収入 収益的費用 収支

水道事業会計 1,441,568 1,471,391 △29,823

経常収支比率の推移

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（単位 :%）

総務費
13億
6,479万3千円

民生費
23億
6,989万6千円

衛生費
15億
8,710万7千円

農林水産業費
15億
6,527万6千円

商工費
2億745万5千円

土木費
8億8,791万7千円

消防費
4億376万5千円

教育費
7億9,014万7千円

公債費
15億
722万2千円

その他 
1億5,697万2千円

町税
17億
2,348万1千円

使用料及び手数料
3億4,651万4千円

繰越金
4億9,456万7千円

その他
6億2,542万9千円

地方交付税
49億6,895万7千円

国庫支出金
6億2,834万3千円

府支出金
8億6,408万5千円

町債
9億
1,870万円

その他
4億7,333万2千円

※国保京丹波町病院事業（地方公営企業）会計 ー病院・和知診療所・和知歯科診療所ーは、収益的勘定（医療業務に関するもの）と資本的勘定（設
備投資に関するもの）の２種類で構成しています。収益的勘定（税抜）においては、経常損失31,052千円となり、資本的勘定（税込み）では、収入
62,524千円に対して、支出103,493千円となり、不足する額40,969千円は過年度分損益勘定留保資金等を充当しています。

※水道事業（地方公営企業）会計は、収益的勘定（給水業務に関するもの）と資本的勘定（設備投資に関するもの）の２種類で構成しています。収益
的勘定(税抜）においては、当年度純損失29,823千円となり、資本的勘定（税込み）では、収入159,433千円に対して、支出650,389千円となり、不
足する額490,956千円は当年度損益勘定留保資金等を充当しています。

自主財源 31億8,999万2千円 依存財源 78億5,341万6千円

① 健全化判断比率 ② 資金不足比率 （単位％）（単位％）

算定結果 － － － 
経営健全化基準 20.00 20.00 20.00   

下水道
事業
特別会計

国保
京丹波町病院
事業会計

水道事業
会計算定結果 － － 15.0 128.7

早期健全化基準 14.14 19.14 25.0 350.0
財政再生基準 20.00 30.00 35.0 －

実質
赤字比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

用語説明
【標準財政規模】
　地方公共団体の一般財源（町税や
普通交付税など）の標準的な規模を
示すものです。本町は平成29年度決
算で6,743,208千円でした。

【早期健全化基準】
　基準値を一つでも超えると、自主的
な改善努力を行なうための早期健全
化計画策定や外部監査が義務付けら
れます。

【財政再生基準】
　基準値を一つでも超えると、国などが
関与して再生が行なわれるため、町独
自施策の展開ができなくなるとともに、
財政再生計画策定や外部監査が義務
付けられます。

歳出総額
108億
4,055万円

 平成29年度の一般会計決算額は、歳入総額が
110億4,340万8千円、歳出総額が108億4,055
万円となり、歳入歳出ともに前年度決算額を下
回り、合併以後（H18決算以後）9番目の決算規
模となりました。
　決算収支は、形式収支で2億285万8千円の黒
字となり、形式収支から翌年度に繰り越すべき
財源を差し引いた実質収支は6,170万2千円の
黒字、実質収支から前年度実質収支を差し引い
た単年度収支は1億8,116万4千円の赤字、単年
度収支に黒字要素（財政調整基金積立金・繰上
償還金）と赤字要素（積立金取崩し額）を差し引
きした実質単年度収支は1億3,057万2千円の
赤字となりました。
　一般会計の町債（地方債）残高は142億2,374
万7千円で前年度比3.2％の減、基金残高は45
億993万1千円で前年度比2.4％の減でした。
　なお、一般会計などの人件費や扶助費などの
経常経費が、経常的な一般財源に占める割合で
ある経常収支比率は、地方交付税の減額等によ
り89.0％となり、前年度比2.6％の増でした。

8,000

10,000

12,000

14,000

H29H28H27H26H25H24H23H22H21H20H19H18

10,696

9,406

10,162

11,813

13,604

11,758

12,445
12,614

13,295

11,932

11,471

11,043

10,595

9,296

9,926

11,047

12,759

11,226

12,036
12,257

12,974

11,420

10,977
10,841

一般会計歳入歳出決算額の推移 歳入総額 歳出総額（単位 :百万円）
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心身障害者医療事業…5,944万円
自立支援医療給付事業…2,594万円
障害者自立支援事業…3億5,818万円
地域生活支援事業…4,152万円
老人医療事業…2,475万円
シルバー人材センター事業…703万円
介護保険事業特別会計繰出事業……2億6,871万円
在宅高齢者等生活支援事業…2,563万円
京都府後期高齢者医療広域連合事務事業…2億8,714万円
老人保健施設サービス勘定繰出事業…6,270万円
地域包括ケアシステム推進事業…45万円
介護施設等整備事業…2,981万円
すこやか子育て医療費助成事業…1,925万円
京都子育て支援医療助成事業…869万円
すこやか子育て祝金事業…520万円
チャイルドシート購入助成事業…42万円
子育て支援一般経費…1,039万円
児童手当支給事業…1億6,064万円
障害児通所給付費等事業…1,443万円
高校生等医療費助成事業…246万円
ひとり親家庭医療費助成事業…870万円
保育所運営事業…5,702万円
保育所施設管理事業…4,676万円
保育所給食事業…3,794万円

衛生費 15億8,711万円
保健衛生一般経費…1,369万円
母子保健事業…872万円
健康増進事業…626万円
特定健康診査等事業…1,504万円
後期高齢者健康診査事業…760万円
その他健康診査事業…4,753万円
予防接種事業…2,913万円
浄化槽市町村整備推進事業繰出金…4,975万円
新エネルギー導入促進事業…292万円
南丹病院組合負担金…1,375万円
病院事業運営補助金…3億2,128万円
医師確保奨学金事業…180万円
医師住宅建築事業…726万円
保健センター管理事業…2,008万円
衛生管理組合事業…1億8,226万円
し尿処理事業…1億80万円
水道事業会計補助事業…6億3,870万円

労働費 　6万円
労働行政一般経費…6万円

農林水産業費 15億6,528万円
農業委員会運営事業…818万円
農業振興事業…6,266万円
中山間地域等直接支払事業…1億1,074万円
水田農業構造改革対策助成事業…2,901万円
農業公社運営補助事業…2,603万円

議会費 9,767万円
議会一般経費…7,518万円
 

総務費 13億6,479万円
一般管理経費…1,755万円
行政事務委託事業…633万円
区長会運営事業…906万円
番号制度導入事業…979万円
ふるさと応援寄附金事業…2,421万円
例規集管理事業…823万円
財産管理事業…1,347万円
庁舎管理事業…1,406万円
財政調整基金積立事業…1億2,313万円
地上権設定に係る賃借料…4,739万円
丹のまち広場うるおい館施設管理事業…640万円
過疎地域自立促進特別基金積立事業…1,721万円
新庁舎整備事業…6,256万円
総合計画推進事業…563万円
支所維持管理事業…2,686万円
支所財産管理事業…1,505万円
駅を守る会事業…577万円
防犯事業…456万円
グリーンランドみずほ管理運営事業…3,423万円
町営バス運行事業特別会計繰出金…7,800万円
交通対策一般事業…154万円
協働のまちづくり事業…160万円
地域おこし協力隊設置事業…462万円
行政情報システム運用管理事業…4,760万円
男女共同参画推進事業…77万円
地域資源活用推進事業…1,464万円
森林（もり）の文化創造事業…350万円
地域熱供給施設管理事業…1,476万円
税務総務事業…628万円
賦課徴収事業…2,372万円
固定資産宅地評価見直し事業…701万円
戸籍電算システム事業…711万円
衆議院議員総選挙執行事業…1,390万円
京都府知事選挙執行事業…547万円
町長選挙執行事業…1,258万円
町議会議員選挙執行事業…452万円

民生費 23億6,990万円
民生児童委員活動事業…1,045万円
社協職員設置事業…4,893万円
国民健康保険事業特別会計繰出事業…1億6,381万円
見守りネットワーク事業…390万円
経済対策臨時福祉給付金事業…5,670万円
障害者福祉一般経費…1,046万円
共同作業所入所訓練事業…2,585万円
重度心身障害老人健康管理事業…2,794万円

一般会計の主な事業
※各費目の主な事業を抜粋して掲載。 ※金額は1万円未満四捨五入。

多面的機能支払交付金事業…9,868万円
京都・丹波食彩の工房管理運営事業…762万円
黒大豆・小豆生産加速化事業…992万円
有害鳥獣対策事業…1億1,090万円
後継者育成事業…880万円
経営所得安定対策等推進事業…623万円
認定農業者等確保・育成事業…1,417万円
明日のむら人移住促進事業…1,139万円
京野菜ランド拡大・強化事業…125万円
青年就農給付金事業…1,425万円
中山間地域所得向上支援対策事業…4,545万円
畜産振興対策事業…1,437万円
鳥インフルエンザ発生農場跡地活用事業…9,458万円
畜産競争力強化整備事業…3,617万円
農地保全事業…4,181万円
土地改良施設維持管理適正化事業…1,434万円
農業集落排水事業繰出金…2億269万円
土地改良施設維持管理事業…4,929万円
山村開発センター管理事業…933万円
ＣＡＴＶ施設管理事業…1億9,972万円
林業総務一般経費…556万円
林業振興対策事業…960万円
公有林整備事業…3,393万円
林道維持管理事業…537万円
木材搬出奨励事業…586万円
森林管理道開設事業…6,336万円
美しい森林づくり基盤整備交付金事業…600万円
木のぬくもり活用推進事業…260万円
豊かな森を育てる交付金事業…1,180万円
森林エクスカーション事業…40万円

商工費 2億745万円
商工業振興事業…2,157万円
企業誘致対策事業…40万円
起業・新産業育成事業…122万円
買い物支援バス運行事業…185万円
観光一般経費…842万円
鐘乳洞公園管理運営事業…1,179万円
観光施設管理運営事業…2,633万円
特産館「和」管理運営事業…1,465万円
観光振興事業…780万円
京丹波味夢の里管理運営事業…888万円
京丹波まるごと交流型観光推進事業…1,025万円
京丹波町ロケ地誘致事業…3,692万円
和知力醸成によるにぎわいとふるさと創生事業…65万円
「地域の人事部」戦略策定事業…1,113万円

土木費 8億8,792万円 

土木総務一般経費…518万円
道路橋梁維持管理事業…5,596万円
雪寒道路維持事業…1,268万円
交通安全施設設置事業…868万円
道路新設改良事業…4億2,022万円
河川維持管理事業…2,069万円

ダム関連対策事業…524万円
都市公園施設管理事業…814万円
公共下水道事業繰出金…2億2,501万円
町営住宅維持管理事業…2,539万円
木造住宅耐震診断事業…25万円
木造住宅耐震改修事業…300万円
住宅改修補助金交付事業…663万円

消防費 4億377万円 

京都中部広域消防組合負担金…2億8,271万円
消防団活動運営事業…6,075万円
消防施設維持管理事業…1,181万円
防火水槽設置事業…1,898万円
防災事業…1,264万円
移動系防災行政無線維持管理事業…825万円

教育費 7億9,015万円 

事務局一般経費…949万円
学校指導主事設置事業…594万円
学童保育事業…1,716万円
京都府トレセン等を活用したホッケー等競技力向上事業…28万円
認定こども園開設準備事業…1,018万円
学校教育情報化機器整備事業…858万円
小学校一般管理事業…6,785万円
小学校教育振興一般事業…1,169万円
児童扶助事業…605万円
小学校スクールバス事業…842万円
小学校学習支援教員等配置事業…1,650万円
中学校一般管理事業…9,024万円
中学校教育振興一般事業…2,293万円
生徒扶助事業…829万円
中学校スクールバス事業…875万円
語学指導等外国青年招致事業…769万円
中学生国際交流事業…407万円
中学校学習支援教員等配置事業…928万円
幼稚園管理一般事業…1,398万円
地域学校協働活動推進事業…175万円
図書館活動事業…628万円
中央公民館管理運営事業…1,200万円
瑞穂地区公民館管理運営事業…923万円
和知公民館管理運営事業…1,010万円
ホストタウン構想推進事業…95万円
京都トレセンとの総合連携によるアスリート育成等事業…60万円
スポーツ観光聖地づくり事業…602万円
体育施設維持管理事業…1,478万円
学校給食事業…1億286万円

災害復旧費 5,924万円
河川等災害復旧事業…5,639万円

公債費 15億722万円
元金…13億9,585万円
利子…1億1,137万円

新庁舎整備に係る
設計などを実施

JR和知駅舎の改修などを実施

街灯（防犯灯）LED化促進の
ため補助金上限額を引き上げ 

高齢者運転免許証自主
返納者への支援を実施 

バイオマス資源
をフル活用するた
めの調査を実施 

乳がん検診（マンモ
グラフィー）に個別
検診を導入

平成28年度に整備し
た地域熱供給施設の
管理運営を実施 

防災ハザードマップを作成し配布映画ロケの拠
点となるサポー
トセンターの整
備工事を実施

耐震シェルター設置を対
象とした補助金を交付

認定こども園整備に向
けた基本計画を策定

小中学校の学習用
パソコンを更新

蒲生野中学校トイレの
洋式化改修工事を実施

ホッケーニュー
ジーランド代表
チームの東京オリ
ンピック事前合宿
誘致活動を実施

ロケーションオ
フィス運営事業、
ロケ誘致に係る諸
事業、事務所整備
工事など

町内の人材を発
掘しロケのサポ
ート体制を構築

町道市場上ノ山線他２０
路線の改良工事を実施
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注）①普通会計とは、一般会計・町営バス特別会計・土地取得特別会計・育英資金給付事業特別会計の合計を指します。
②実質収支とは、歳入歳出差引額から、翌年度に繰り越された事業に充当すべき財源を除いた決算額をいいます。

注）職員数は、「行政職給料表」の適用を受ける職員で、給与条
例に基づく給料表の級区分によるものです。  
  

　 職員給与費の状況
　平成30年度当初予算（普通会計）に計上された一般職員の給与費および一人当たりの給与費は第２表のとおりです。

【第2表】職員給与の状況（平成30年度：普通会計当初予算・一般職員給のみ）

　 人件費の状況
　平成29年度決算（普通会計）における人件費および人件費率は次のとおりです。なお、この人件費には、特別職に支給
された給与および報酬を含みます。 
【第1表】人件費の状況（平成29年度：普通会計決算）

議　　会
総　　務
税　　務
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計
民　　生
衛　　生
小　　計

一般行政計
教　　育
小　　計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

区　　分 平成29年度 平成30年度 増減

総 合 計
（平成30年度地方公共団体定員管理調査より抜粋）

（平成30年4月1日現在・行政職給料表の適用を受ける職員）

 区分 標準的な職務分類 職員数 構成比

  　　合　　計

区分
  一般行政職   技能労務職

   平均給料月額 平均年齢 平均経験年数 平均給料月額 平均年齢 平均経験年数
 平成30年度 304,100円 42歳4月 20年8月 311,900円 53歳1月 32年1月
 平成29年度 305,000円 42歳6月 20年9月 305,600円 52歳1月 31年1月

区分  初任給   採用2年経過日の給料月額
   大学卒 短大卒 高校卒 大学卒 短大卒 高校卒
 京丹波町 179,200円 159,800円 147,100円 191,100円 171,300円 155,500円
 国 179,200円 159,800円 147,100円 191,100円 171,300円 155,500円

【第6表】職員の初任給の状況（一般行政職：平成30年4月1日現在）

【第7表】職員手当の状況（平成30年4月1日現在）
国京丹波町区　　　分

扶養手当 本町と同じ

住居手当 本町と同じ

通勤手当
   本町と同じ

 本町と同じ

注）職制上の段階・職務の級などによる加算措置があります。

区分 京丹波町 国
勤続 応募認定・定年 応募認定・定年 自己都合

本町と同じ

定年前早期
退職特別措置
（2～30％加算）

退職手当
京丹波町の支給率

区分

本町と同じ

計勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当 計

6月期

12月期

計

2.125月分

2.275月分

4.4月分

国の支給率

給料 

特別職

特別職・
一般職

一般職

報酬

期末手当
管理職

全職員

平成18～
30年度

平成20年
7月から

平成19年度
から

平成19～
30年度

職員区分 措置内容 施行期日

平成29年度 14,434人 108億6,656万5千円 6,208万2千円 17億9,402万9千円 16.51%(平成30年3月31日現在)

平成30年度 203人 7億2,385万3千円 4億1,158万5千円 11億3,543万8千円 559万3千円19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
47.709月分

26.3655月分
33.27075月分
47.709月分
47.709月分

1.575月分（10％減額支給）
1.675月分（10％減額支給）
3.25月分（10％減額支給）

1.575月分
1.675月分
3.25月分

京丹波町職員の
給与の状況を公表します。

注）職員数は、一般職に属する職員です。（地方公務員の身分のある休職者や派
遣職員も含みます）     

　京丹波町職員の給与は、「京丹波町職員の給与に関する条例」など関係諸規定の定めるところにより支給
されています。本年度における職員の給与などの状況について、広く町民のみなさんに知っていただくため、
そのあらましをお知らせします。なお、ここに公表する職員の給与は、いわゆる「手取り額」ではなく、すべて税
金や社会保険料などを差し引く前の額です。

3
56
12
15
5
13
104
50
18
68
172
25
25
49
9
3
17
78
275

3
56
12
14
5
13
103
47
16
63
166
28
28
52
9
3
15
79
273

0
0
0

△ 1
0
0

△ 1
△ 3
△ 2
△ 5
△ 6
3
3
3
0
0

△ 2
1

△ 2

注）京丹波町は、京都府内のほとんどの市町村が加入している「京都府
市町村職員退職手当組合」の条例に基づいて支給されます。

区分 住民基本台帳人口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ/Ａ）

区分 職員数（Ａ） 給料 職員手当（期末・勤勉手当を含む） 合計（Ｂ） 一人あたりの給与費（Ｂ/Ａ）

1

2

【第3表】部門別職員数の推移
職員数（人） 対前年増減数（人）

【第4表】級別職員数の状況

　一般行政職などの給料月額は、６の級で構成
される行政職給料表を適用することにより支給
されています。それぞれの級の標準的な職務分
類、職員数および構成比は第４表のとおりです。
（医師、医療技術員、看護師などは、医療職給料表（一）

（二）（三）を適用しています）

1級

2級

3級

4級

5級

6級

主事補・技師補・主事・技師　 

主事・技師 

主査・係長・主任 

課長補佐・主幹　 

課長・会計管理者 

参事・総括課長

23人

26人

102人

42人

22人

3人

218人

10.55%

11.93%

46.79%

19.26%

10.09%

1.38%

100.00%

【第5表】職員の平均給料月額・平均年齢・平均経験年数（各年4月1日現在）

6,500円
10,000円

5,000円加算
6,500円

配偶者　 
子 
　 16歳から22歳までの子の加算（1人につき） 
配偶者・子以外 

家賃額に応じて27,000円を支給限度として支給 
運賃など相当額（55,000円が支給限度） 
片道2km以上で5kmごとに定める定額（60km以上31,600円が支給限度） 

借家
交通機関利用者
交通用具利用者

期末勤勉手当（平成30年度）

一般職
管理職
一般職
管理職
一般職
管理職

1.225月分
1.025月分
1.375月分
1.175月分
2.6月分
2.2月分

0.9月分
1.1月分
0.9月分
1.1月分
1.8月分
2.2月分

自己都合
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

その他の加算

区分
給料月額・支給率

【第8表】特別職の報酬などの状況（平成30年度）

町長
副町長
教育長
議長
副議長
議員

町長・副町長・
教育長

議長・副議長・
議員

675,000円
558,000円
504,000円

300,000円
230,000円
210,000円

10％減額後 （減額前）
（750,000円）
（620,000円）
（560,000円）

6月期
12月期
計
6月期
12月期
計

【第9表】給与の削減措置などの状況（平成30年度）
　現在の厳しい財政状況を考慮し、臨時、緊急の措置とし
て次のとおり削減措置などを講じています。

注）時間外勤務手当の抑制のため、「ノー残業デー」の導入や、休日出勤・代休
制度の見直しを図っています。

町長・副町長・
教育長

・議員が町の付属機関の委員などに
　就任した場合に受ける報酬の廃止
・本会議および委員会出席費用弁償
　の廃止

給料・期末手当10％減額

管理職手当10％減額

・旅費の支給基準の見直し
・府内出張の日当の廃止
・借上車賃の単価の見直し

議会議員

一 般 行 政
（福祉関係を除く）

福 祉 関 係

特 別 行 政

公営企業など

0809｜NO.156



健康情報をお届けします。

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が
健康情報をお届けします。

第133回

町立医療施設の敷地内は全面禁煙です。ご理解とご協力をお願いします　京丹波町病院　電話 0771-86-0220

　医療現場では、手洗いなど手の衛生を保つことを

手指衛生と呼んでおり、感染を防ぐための基本的な
対策のひとつとして重んじています。
　私たちの周りにはたくさんの菌などがいて、体内に

入ると有害なものもあるのはご存知のとおりです。特

に外出時には手にたくさんの菌が付き、そのまま食

事をしたり、鼻をこすったりすると簡単に悪い菌に感

染してしまいます。しかし、自宅ならできる手洗いも、

外出先ではなかなかできない場合があります。そん

な時は、アルコール消毒をオススメしたいと思い
ます。最近では、病院はもとより、スーパーや飲食店

などの入り口にはアルコール消毒剤が設置されるよ

うになりました。

　では、なぜアルコール消毒が効果的なのでしょう

か。はっきりは解明されていませんが、アルコールは

細胞内に簡単に入り込むことができる性質があるた

め、周りの熱を奪いながら蒸発し、細胞内をカラカラ

に乾燥させてダメージを与えるためです。注射の前に

もアルコール消毒をするのはこのためです。

　アルコール消毒はインフルエンザウイルスに
も効果的です。このウイルスは表面が脂質の膜で覆
われており、この膜がないと生きていけません。ここ

にアルコールが入ることで膜を破ることができます。

　一方、ノロウイルスにはアルコール消毒は効
かないと言われています。ノロウイルスはこの膜が

『 自分を護る手指衛生
～アルコール消毒のススメ～』

なくても生きていけるたくましいウイルスです。アル
コールを吹きかけただけではダメージを受けないと
言われていますので注意が必要です。

　アルコール消毒は、皮膚に存在する菌を除去する
ことができ、特に手を介して起こる感染を防ぐことが
できます。しかも、手洗い場がなくてもできるため場
所を選びません。

　消毒するときは、アルコール消毒剤を適量手に取

り、手のひら、指先までムラなく、消毒剤が乾くまで

しっかりモミ込んでください。

　ただし、目に見える汚れがあるとき、目には見えな
いけど汚れたなと思うとき、下痢の時は手洗いが効
果的です。アルコール消毒と手洗いをうまく使い分け
てください。

　いかがでしたか？当院でもアルコール消毒剤を設

置し、来院者に利用を呼びかけています。みなさん

も、アルコール消毒剤を見かけたら手に付けてみま

しょう。

国保京丹波町病院平井 千尋  看護師
ひら   い      ち   ひろ

しゅ    し   えい  せい

　ニューヨーク州立大学で統合神経科学を専攻し、学
生時代は、就学前の自閉症の児童たちの教師経験があ
ります。アジア諸国のダンスや料理に興味があります。
料理はラーメンが好き。高校ではダンスを教えたり、日
本クラブに所属して日本の歴史や文化も学んだりしま
した。また、高校ではホッケー競技の経験もあり、地元
の大会でベストプレイヤー賞を受賞したこともありま
す。日本では、太鼓や踊り、着物など日本独自の文化を
学び、体験したいです。

京丹波町の印象
　山々に囲まれている自然が美しくてきれいな所。子ど
もたちは元気がありこれからの生活が楽しみです。

今後の希望や目標
　私が日本に来たように、子どもたちにも広い視野を
持って日本全国や世界にはばたいてもらえるよう接し
ていきたい。
　将来は、発達障害のある子どもたちの先生になりた
いと思っています。

小中学校の英語指導
助手として新たにエリ
ン・ラウ先生がアメリ
カ合衆国から来町され
ました。

ALTから生徒、町の皆さまへメッセージALTから生徒、町の皆さまへメッセージ

英語指導助手
エリン先生から
着任のあいさつ

小中学校の英語指導
助手として新たにチェ
イ・キム・リム先生が
ニュージーランドから
来町されました。

英語指導助手
キム先生から
着任のあいさつ

　日本のアニメや漫画に興味があり、大学で日本語と
国際学を専攻し、日本語の文法や漢字、単語などを学
習しました。
　高校生のときに２週間日本に滞在し、大学生のとき
には大学の交換留学で日本の文化を学ぶため岡山県
に５カ月間ホームステイした経験があります。

京丹波町の印象
　風景はニュージーランドと似ていて落ち着きます。ま
た、夏祭りに参加して会場の温かい雰囲気に感激しま
した。京丹波町の方々はやさしく、自分を受け入れてく
れていると感じます。

今後の希望や目標
　生徒たちは良い雰囲気で元気があり、今後の授業な
どでの生徒たちとのやり取りを楽しみにしています。
　将来は、日本全国を旅して、日本で英語の先生として
暮らしていきたいと思っています。

CONGRATULATIONS
　
共
同
募
金
運
動
を
積
極
的
に
取
り
組
む
京
丹

波
町
女
性
の
会
に
、京
都
府
共
同
募
金
会
会
長

感
謝
状
が
贈
ら
れ
、９
月
７
日
の
第
６７
回
京
都

府
社
会
福
祉
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
感
謝
状
は
、共
同
募
金
の
活
動
に
取
り

組
み
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
団
体
な

ど
へ
贈
ら
れ
ま
す
。

　
女
性
の
会
は
、町
合
併
前
か
ら
旧
町
単
位
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
お
り
、京
丹
波
町
女

性
の
会
に
な
っ
て
か
ら
も
継
続
し
て
共
同
募
金

活
動
を
取
り
組
み
４３
年
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
清
掃
活
動
や
資
源
ご
み
回
収

な
ど
幅
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
って
い
ま
す
。

　
女
性
の
会
会
長
の
上
田
輝
美
さ
ん（
蒲
生
野
）

は「
継
続
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
大
事
で
先
輩
や

会
員
さ
ん
の
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
。今
ま
で
の
功

績
を
認
め
て
も
ら
え
た
」と
受
賞
の
喜
び
を
話

し
、会
の
活
動
に
つ
い
て
は「
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

て
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。若
い
方
が
会
員
に
な

って
も
ら
え
れ
ば
」と
意
欲
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

共
同
募
金
運
動
に
貢
献

京
丹
波
町
女
性
の
会
に
感
謝
状

表　彰

感謝状を持つ上田会長

う
え 

だ  

て
る  

み
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お茶の間

〈対象者〉
町内在住で、申し込み時に
生後１歳未満のお子さま
〈申込方法〉お子さまの顔写
真に申込書を添えて、役場
または支所まで、持参・郵
送・メールのいずれかで届
けてください。申込書は役場
本庁、支所、瑞穂保健福祉
センターにあります。

【問】
京丹波町企画政策課
電話　0771－82－3801

Ｅメール
kikaku30@town.kyotamba.lg.jp

こんなときの、
この一冊

図書室がおすすめする

　教誨師とは、死刑囚と対話を重ね、
最後はその死刑執行にも立ち会う民間
人です。しかも一銭の報酬も支払われ
ないボランティアです。今年はオウム
事件の死刑が執行されました。
　本書は、教誨師を半世紀にわたって
続けた僧侶のインタビューをまとめた
ものです。許されぬ罪を犯し、命で償
えと送られてくる死刑囚。彼らの未来
は、反省や更生ではなく究極の刑を受
けることです。中には心から反省する者、執行後の遺体を献体に申し出る者
もあり、殺さなくてもよいのではないかと思う場面もあります。
　重い内容ですが、「死刑とは何か」「人を裁くとは何か」について考えさ
せられます。

（中央公民館図書室　湯浅真弓さん）

  図書室のご案内  中央公民館（蒲生）、山村開発センターみずほ（大朴）、旧梅田
保育所（鎌谷下）、三ノ宮基幹集落センター、質美振興センター、和知ふれあいセ
ンター（本庄）　貸出期間  ２週間　貸出冊数　 1 人 1回５冊まで

ゆ  あさ  ま   ゆみ

  『教誨師』
堀川 惠子・著 ／ 講談社

「こんにちは赤ちゃん」
コーナー
申し込み募集

はがきに住所・氏名・電話番号を記入のうえ、皆さんの身近な情報や広報紙への感想などを
お寄せください。※匿名希望やイニシャルの場合は、氏名を記入したうえで、その旨を明記く
ださい。（お寄せいただいた情報は随時、掲載します。）

【送り先】
〒622―0292（住所不要）京丹波町企画政策課広報京丹波「わくわくBOX」係
ファックス／82―2500　Eメール／kikaku30@town.kyotamba.lg.jp

地域の伝言板

わくわく
ＢＯＸ

67歳のときに白内障や骨折などをしてリハビリしていたが、71歳に

は薬のいらない元気な私になりました。日中は料理や掃除、山水の池

にいる魚、カニ、イモリ、睡蓮の花で心癒しての毎日。テレビを見て進

歩した暮らしがひっくり返る自然の恐さ。本当に人間の力は弱いもの

です。台風など我が家は何もなく変わらずでありがたい。

上田 富美子さん（鎌谷奥）

わくわくBOXに
お便りを

いただきました。

お便り
募集！！

きょう かい  し

ち
の
移
動
を
開
始
し
、わ
ち
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
な
ど
３
カ
所
の
一
次
避
難
所

に
集
ま
り
ま
し
た
。保
健
師
の
問
診
を
受

け
た
後
、町
職
員
と
と
も
に
バ
ス
に
乗
り

込
み
、福
知
山
市
の
三
段
池
公
園
に
移
動

し
た
あ
と
、ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
受
け

た
避
難
者
の
う
ち
約
３０
人
が
広
域
避
難

先
と
な
っ
て
い
る
芦
屋
市
ま
で
避
難
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
住
民
は「
参
加
す
る
こ
と
が

大
切
」と
話
し
ま
し
た
。

FLASH KYOTAMBA TOWN ALBUM 2018

原
発
事
故
を
想
定
し
広
域
避
難

●原
子
力
防
災
訓
練

　

福
井
県
の
原
発
の
同
時
事
故
を
想
定

し
た
国
の
原
子
力
防
災
訓
練
が
京
丹
波

町
で
実
施
さ
れ
、約
３０
㌔
圏
内
に
あ
る
和

知
地
区
の
安
栖
里
区
と
出
野
区
、稲
次
区

の
住
民
た
ち
が
８
月
２６
日
、事
故
時
の
広

域
避
難
先
と
な
っ
て
い
る
兵
庫
県
芦
屋
市

ま
で
バ
ス
で
避
難
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
原
発
の
事
故
を
想
定
し
て
行
わ

れ
、午
前
８
時
半
か
ら
対
象
区
の
住
民
た

ご
当
地
キ
ャ
ラ
が
丹
波
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ 

●大
丹
波
連
携
推
進
協
議
会

　
８
月
１７
日
、京
都
府
中
丹
・
南
丹
広
域

振
興
局
お
よ
び
兵
庫
県
民
局
と
両
府
県

の
６
市
１
町
が
連
携
し
て
産
業
振
興
や

地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
大
丹
波
連
携

推
進
協
議
会
の
総
会
が
行
わ
れ
、道
の
駅

「
京
丹
波
味
夢
の
里
」で
各
市
町
の
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
丹
波
連
携
推
進
協
議
会
は
、歴
史

的
・
文
化
的
に
つ
な
が
り
が
深
い
京
都
丹

波
と
兵
庫
丹
波
を「
大
丹
波
」と
位
置
づ

け
て
、広
域
連
携
を
進
め
る
組
織
と
し

避難所で保健師の問診を受ける安栖里区の住民たち
（わち農村環境改善センター）

スクリーニング検査を受ける消防団（福知山市・三段池公園）

て
、平
成
２２
年
７
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

商
工
会
、観
光
協
会
、Ｊ
Ａ
な
ど
と
各
地

域
の
魅
力
や
観
光
名
所
を
一
体
的
に
発

信
し
、「
丹
波
」の
全
国
的
な
知
名
度
を

上
げ
、農
産
物
な
ど「
丹
波
ブ
ラ
ン
ド
」

の
強
化
な
ど
を
通
じ
て
、魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、京
丹
波
味

夢
く
ん
や
南
丹
市
の
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
な

ど
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
が
参
加
し
、道
の
駅

に
訪
れ
た
人
と
握
手
や
記
念
写
真
を
撮

り
自
身
の
市
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。

味夢くんと記念写真
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と
は
、こ
れ
か
ら
の
町
の
防
災
関
連
施
策

を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、心
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。今
後
、学
生
の
力
を
借
り
て
更

な
る
発
展
を
期
待
し
て
い
る
」と
語
り
、

安
部
学
部
長
は「
学
生
に
と
っ
て
実
社
会

と
関
わ
る
生
き
た
教
材
か
ら
学
ぶ
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
。長
い
付
き
合
い
を
し
て
い

き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

●京
丹
波
町×

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部

連
携
協
定
締
結

　

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

京
丹
波
町
が
９
月
２０
日
、関
西
大
学
社
会

安
全
学
部
と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
京
丹
波
町
は
、社
会
安
全
学
部
の
近
藤

誠
司
研
究
室
と
、す
で
に
３
年
前
か
ら

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
、防
災
を

テ
ー
マ
に
し
た
番
組
を
制
作
し
て
い
ま

す
。町
民
の
み
な
さ
ん
が
カ
メ
ラ
の
前
で

拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
て
火
の
用
心
の

心
が
け
を
宣
言
す
る「
火
の
用
心
Ｃ
Ｍ
」

は
９
月
末
の
放
送
で
１
０
０
回
目
を
迎
え

る
な
ど
町
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。

　
社
会
安
全
学
部
は
２
０
１
０
年
４
月
に

で
き
た
新
し
い
学
部
で
、自
然
災
害
や
原

発
、鉄
道
事
故
な
ど
の
防
災
を
学
ん
で
お

り
、自
治
体
と
協
定
を
結
ぶ
の
は
初
め
て

で
す
。

　

締
結
式
で
は
、太
田
昇
町
長
と
安
部
誠

治
学
部
長
が
町
内
産
の
ヒ
ノ
キ
板
の
協

定
書
に
署
名
を
し
、固
い
握
手
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

太
田
町
長
は「
安
心
・
安
全
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
、協
定
が
締
結
で
き
た
こ

防
災
訓
練
と
交
流
会
を
実
施
し
て
お
り
、

交
流
の
場
と
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
タ
ウ
ン
内

に
あ
る
公
園
を
活
用
し
て
い
ま
す
。　
　

　
中
村
区
の
水
谷
区
長
は「
交
流
会
は
区

民
の
名
前
と
顔
を
再
確
認
で
き
る
貴
重
な

機
会
。今
後
は
パ
ン
窯
を
使
って
気
軽
に
集

え
る
区
の
活
動
拠
点
と
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

地
域
の
絆
、防
災
に
つ
な
げ
る

●中
村
区
に
パ
ン
窯
が
で
き
る

　

竹
野
地
区
の
中
村
区
に
あ
る
デ
ン
マ
ー

ク
タ
ウ
ン
内
の
公
園
に
パ
ン
窯
が
作
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ン
窯
は
竹
野
活
性
化
委
員
会
が

交
流
の
場
づ
く
り
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

だ
も
の
で
、中
村
区
の
地
域
の
方
の
手
で

作
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
村
区
で
は
、３
年
前
の
熊
本
地
震
を

き
っ
か
け
に
、２
年
間
前
か
ら
防
災
の
日
に

原
）は「
英
語
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
高
め
る
た
め
に
参
加
し
ま
し
た
。ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
学
校
で
た
く
さ
ん
の

人
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
将
来
は
航
空

関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
話
し
彼
女
ら
を
成
長
さ
せ
た
留
学

と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
帰
国

●オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
派
遣
生
帰
国
報
告

　
８
月
２３
日
、京
丹
波
町
と
姉
妹
都
市
で

あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー

市
へ
留
学
し
て
い
た
町
内
在
住
の
中
高
生

６
人
が
太
田
町
長
に
報
告
を
行
い
ま
し

た
。７
月
２５
日
か
ら
８
月
２１
日
ま
で
の
２８

日
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、文
化
の
違
い
や

英
語
で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方

を
学
び
、充
実
し
た
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
太
田
町
長

に
無
事
帰
国
し
た
こ
と
を

報
告
し
、留
学
中
に
撮
影

し
た
写
真
を
見
せ
な
が
ら
一

つ
ひ
と
つ
の
思
い
出
を
伝
え

ま
し
た
。ま
た
、「
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
た
時

間
が
一
番
の
思
い
出
」と
話

し
、留
学
中
の
体
験
や
感
じ

た
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
報

告
し
ま
し
た
。園
部
高
校

２
年
の
山
内
菜
摘
さ
ん（
院

内
）は「
英
会
話
で
苦
労
し

た
が
そ
の
経
験
が
自
分
を

成
長
さ
せ
た
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
、府
立
工
業
高
校

１
年
の
和
田
恵
美
さ
ん（
坂

わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
交
流
会
に
参
加
し
て
い
る
榎
本
静

枝
さ
ん（
８６
歳
・
下
粟
野
）は「（
北
部
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
広
場
は
）ふ
る
さ
と
の
み
ん
な

が
集
ま
る
場
所
。地
域
で
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
み
ん
な
同
じ
気
持

ち
で
参
加
し
て
い
る
」と
話
し
、北
部
振
興

会
の
藤
田
会
長
は「
地
域
で
で
き
る
こ
と

は
地
域
で
す
る
。交
流
会
を
８
年
続
け
て

き
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
守
る
気
持
ち
は
浸
透

し
て
き
て
い
る
。今
後
も
、地
域
の
み
ん
な

が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

●グ
ラ
ウ
ン
ド
を
守
る
み
ん
な
の
交
流
会

　

北
部
振
興
会
が
主
催
す
る「
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
守
る
み
ん
な
の
交
流
会
」が
８
月
２６

日
、北
部
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
広
場
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

交
流
会
は
地
域
住
民
の
交
流
と
、毎
年

１０
月
に
開
催
す
る
後
宴
体
育
大
会
に
向
け

て
北
部
振
興
会
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど

を
目
的
と
し
て
８
年
前
か
ら
行
っ
て
い
ま

す
。今
年
は
４５
人
の
参
加
が
あ
り
、参
加

者
は
持
参
し
た
鎌
な
ど
で
草
引
き
を
行
っ

た
あ
と
、カ
レ
ー
を
食
べ
住
民
の
交
流
が
行

木製の協定書を披露し握手する太田町長（左）と安部学部長（右）

町長と留学派遣生と国際交流協会役員

草引きをする参加者パン窯ができてケーブルテレビの取材を受ける

片山　山治 １０万円

斉藤　正治 ３万円

山口　彰 ２万円

金山　宏幸 １万円

藤中　謙惣 １万円

米田　隆弘 １万円

松岡　美穂 １万円

ふるさと応援寄付金のお礼 ＊敬称略

＊掲載内容は寄付者の了解を得ています

わたしたちの町

 人　口 14,299 （－11）
 男 6,813 （－  2）
 女 7,486 （－  9）
 世帯数 6,332 （＋  3）
10月 1日現在／（    ）は前月比

鈴木　洋実 １万円

柿原　秀俊 １万円

倉橋　瑞穂 １万円

竹上　和之 １万円

※災害支援として

渡部　浩一郎 １万円

や
ま 

う
ち 

な  

つ
み

わ   

だ  

め
ぐ  

み

編集後記　

運動会のシーズン。今年
は中学校の体育祭を取
材しました。グラウンド
には生徒らの元気な声
が響いていました。みん
なが力を合わせてがん
ばっている姿を撮ろうと
シャッターを切りました。
表紙と16ページに掲載
しています。

お
お  

た 

の
ぼ
る

え
の 

も
と 

し
ず

あ   

べ   

せ
い

じ

え

ご寄付のお礼 ※災害支援として   　2件   281,120円
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中
学
校
体
育
祭

　

町
内
３
つ
の
中
学
校
で
体
育
祭
が
行
わ
れ
、
リ
レ
ー
や
綱
引
き
、

ム
カ
デ
競
争
な
ど
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
保
育
園
児
も
参
加
し
た
り
８
の
字
跳
び
を
し
た
り

と
各
中
学
校
で
独
自
の
種
目
も
行
わ
れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

和
知
中
学
校

瑞
穂
中
学
校

蒲
生
野
中
学
校

和知中学校体育祭の様子

02
　
京
丹
波
町
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
構
想

04
　
平
成
29
年
度
決
算
に
つ
い
て

08
　
京
丹
波
町
職
員
の
給
与
の
状
況

10
　
受
賞
報
告

11
　
い
き
い
き
健
康
術

13
　
ま
ち
の
話
題

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て

広報 京丹波10
日本のふるさと。自給自足的循環社会
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